
令和７年度 桃陵中学校・伏見南浜小学校の小中一貫構想 

 

★9年間の教育目標 

「よりよい自分を求めつづけ、社会に貢献できる児童生徒の育成」 

 

 

★9年間の目指す児童・生徒像 

・小中の教師間交流を通して、高い学力、高い人権意識、高い規範意識を持つ児童生徒。 

・小中の生徒間交流を通して、先輩に憧れ、先輩を尊敬する児童、後輩を慈しみ優しく指導する 

児童生徒。将来、ボランティアや社会貢献ができる人材の育成。 

 

 

★共通の育成する資質能力 

              自ら考え、判断でき、前に進む主体性 

 

桃陵中学校 学校教育目標 伏見南浜小学校 学校教育目標 

まわりと繋がり、「学ぶ力」を身に付ける 「笑顔 かがやく 南浜の子」 

めざす生徒像 めざす子ども像 

・他者と協働的に学び、アウトプットできる生徒 

・主体性を持ち、社会に貢献できる生徒 

・常に自分を振り返ることができる生徒 

・人の痛みがわかる生徒 

・すすんであいさつする子 

・返事をする子 

・みずからよく考え、正しく行動できる子 

・（楽しい）をみつけられる子 

・心も体も元気な子 

 

小中一貫の視点 

① 一小一中の強みを生かした取組の推進 

② 地域との連携により、その力を生かした教育実践 

③ 生徒の成長に役立つ情報共有 

④ 9年間の学びのサイクルを構築 

 

具体的取組 

① 小中連絡会（年間 2回） 

② 小中合同研修会（生徒指導・学習指導・人権・総合育成支援教育・授業参観） 

③ 各種団体主催の地域行事での交流と参画 

④ 小学生体験入学【桃陵中オープンスクール】（授業体験・部活動体験） 

⑤ 中学生による小学生への出前授業（中学校生徒によるポスターセッション） 

その他  小中一貫会議…年間 3回  管理職会議（毎月） 


